




　また，底板パッドは上記突出長より長いが，外側ブー
ムの内面にパッドを保持するパッドキャリアを溶接して
おり，外側からパッドキャリアとパッドを固定できるよ
うにしている。このため，ブーム底板には固定用の孔を





接線長を長くとるように接合しないと応力集中が発生し
やすいことがわかる。
　以上の考え方で構造を決定し，FEM解析結果に基づ
いた板厚の検討を行うことによって軽量なサイドプレー
トを設計することができる。
5．2　FEM解析による軽量化

　プレス曲げブームでは4プレートブームより板が薄い
ためパッドが接触するブームの剛性が比較的低い。その
ため変形しやすいことやブーム本体が曲面で接触するこ
となどから，パッド側に等価な拘束条件を導入してブー
ム単体でモデル化することが難しい。そのため，評価対
象サイドプレート（ここでは4段サイドプレート）とそ
の外側で形成する差込み部をモデル化し，パッドとブー


